
 

 

 

 

 

 

「たおやか」な学びの姿 

校 長  諸橋 智 
 
「いってらっしゃーい！」、日和山見送り隊の声に、「いってきまーす！」と船上の子ど

もたち。毎年同行してくださる添乗員さんも、待っていましたと笑顔で大喜び。子どもた
ちにとってうれしい修学旅行の幕開けとなりました。 
今年の修学旅行を一言で表すな

らば、「たおやか」と言えばよいで
しょうか。波も天候も穏やかで、
何よりも心ゆったりと学ぶことが
できました。みんなが健康で、良
い思い出ができました。 
私は 20年ほど前、佐渡南部の羽茂小学校に勤務しました。全校児童は 120 名ほどで、

羽茂祭りの日は 10ｍもある大獅子が鬼と一緒に学校やって来て、子どもたちが逃げまわる
のです。「つぶろさし」が街で舞い、夜はホタルが飛び交う中で薪能を奉納します。幻想的
で神秘的な祭りが繰り広げられる地域でした。川ではアユが銀色に輝きカニが歩いていま
す。夜空には満天の星と天の川。歴史や自然の恵みが息づく文化の中で、地域一体となっ
て宝である子どもたちを育てる風土に教育の原点を感じることもしばしばでした。 

今回、佐渡を訪れ佐渡を学ぶ子どもたちと過
ごすことで、当時の空気感がよみがえり、懐か
しさとともに喜びを覚えました。 
１日目、子どもたちはしも町で学んだ北前船

「白山丸」と出会い、その大きさや精巧さに驚き
ました。北前船の寄港地宿根木の散策の後、弥光
寺川河口で磯遊びに興じ、アメフラシやカニと戯
れシーグラスや貝殻を拾ったことも思い出です。
地元ガイドさんたちのおかげで、自然と共に生き
た当時の人々の暮らしを感じることができました。
夜は一人一杯のズワイガニに苦戦しながらおいし
い夕食をいただき、窪田の青年団が舞う「鬼太
鼓」ライブに参加！掛け声とともに一体となる
姿がありました。 

2 日目、世界遺産の佐渡金銀山をその目で確かめ、歴史に触れることができました。ま
た体験活動では、無心にろくろを回したり釣り竿を振ったり、夢中になって取り組みました。
目に映るすべてのものが美しく、次々と寄せる感動に、「もう1日ここにいたい…」とつぶやく
声がいくつも聞こえてきました。 
この 2 日間は、佐渡としも町とのつながりを感じ取る貴重な時間になりました。そこには、

時や空間を超えて本物を見つめる、純粋で真剣なまなざしがありました。子どもたちの姿は、
私が 20 年前に見た教育の原点に匹敵する、たおやかでのびやかな学びの姿でした。 
学校や家という日常を離れ、五感を最大限に使って子ども同士で生活を送る修学旅行は、こ

れまでとは違う新たな関係や価値観を生み出すことにつながります。 
「関係する中で関係は作られる」と言われるように、同じ人やものとの関係でも、さらに深

めることにより新たな見方・考え方や価値観へと更新していくことが人の成長と言えるのでし
ょう。子どもたちにとって、新たな関係や価値観を生み出す 2 日間であったことがうれしくて
なりません。 
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「自然体験教室」に行ってきました 

     ５学年主任 近藤 真弓 

 

６月２５日（水）、２６日（木）に胎内市にある新潟県少年自然の家に行ってきました。到着

後、施設の森でオリエンテーリングを行いました。班ごとに、地図を見ながら森の中を探検し、ポ

イントのポストを探します。今年は１０００点越えのチームがありました。午後は、焼杉板制作を

しました。火を起こして板を焼き、焼き上げた板に色付けをしました。焼き加減によって色や形が

違い、すてきな思い出の品が完成しました。夜は、キャンドルファイヤーでろうそくに火をとも

し、幻想的な炎を見ながら歌ったり、踊ったり、ゲームをしたりして楽しみました。その後の星空

観察では、映像を見ながら星に関わる神話を聴いたり、星の位置を教えてもらったりし、屋内でし

たがとても楽しい時間でした。２日目は、カヌー体験をしました。カヌーは、パドル操作が難しく

て友達のカヌーとぶつかることもありましたが、どんどん上手になり、川の橋の下まで行くことが

できました。上手に操作ができるようになった子どもたちはとてもうれしそうでした。 

この２日間で、５年生の子どもたちは、自分で考えて行動することの大切さを学びました。友達

とお互いに声を掛け合ったり教え合ったりする姿を見て、子どもたちの成長を感じました。 

 

 

みんなで楽しく クラブ活動をしています 

クラブ活動主任 萩野 道也 

 

 クラブ活動には２つのねらいがあります。一つ目は、異学年同士が関わり合いながら、自分の個性を

伸ばし、興味を広げていくこと。二つ目は、地域のボランティアの方を講師として招くことにより、地

域の人々との触れ合いの機会をもつと共に地域の良さを知ることです。今年度は、子どもたちの希望調

査をもとにして、９つのクラブを設置しています。月に１~２回、４年生以上の全ての子どもたちが活

動しています。日和山小学校のクラブ活動の特徴は何といっても、たくさんのボランティアの皆さんが

協力してくださることです。地域のボランティアの皆様に加え、大学の先生などが来てくださるおかげ

で、子どもの願いを実現させながら、充実したクラブ活動を行うことができています。 

  

＜令和７年度 設置クラブ＞ 

・カード・ボードゲーム  ・手芸・華道  ・イラスト  ・理科  ・スポーツ 

・バドミントン  ・卓球  ・プログラミング  ・図工・工作  全９クラブ 



 


